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〇〇土地区画整理事業 

事    業    計    画 

 

第１  土地区画整理事業の名称等  

(１ )土地区画整理事業の名称  

○○土地区画整理事業  

(２ )施行者の名称  

○○○○○  

 

第２  施  行  地  区  

(１ )施行地区の位置  

本地区は札幌市中心部より南西約○ km に位置し、地下鉄〇〇駅から約

○ｍに位置し、整備済みの都市計画道路「〇〇通」に隣接する面積〇〇

㎡の地区である。  

 

札幌市中心からみた方位的な位置、最寄りの鉄道駅等からの距離、地

区周辺の状況、地区面積等を簡潔に記載する。  

 

 

(２ )施行地区位置図  

別添「位置図」のとおり  

 

都市計画図（縮尺 1/30,000）を用いて施行地区を明示する。  

 

(３ )施行地区の区域  

区域は札幌市〇〇区〇〇条○丁目、○丁目の各一部である。  

 

施行地区内に含まれるすべての条丁目名を記載する。  

 

(４ )施行地区区域図  

別添「区域図」のとおり  

 

縮尺 1/2,500 以上の図面に施行地区の区域、その区域を表示するのに

必要な範囲内で市町村界、市町村の区域内の町界又は字界、都市計画区

域界、市街化区域界、ならびに宅地の地番、及び形状を表示する。   
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第３  設計の概要  

１．設計説明書  

(１ )土地区画整理事業の目的  

本地区は、地下鉄〇〇駅の周辺の土地の有効利用、良質な都市環境整

備の一環として、街区の再編と敷地の整序を行うことで、公共施設の整

備改善と宅地利用の増進を図り、市街地の活性化に資することを目的と

する。  

 

施行地区について当該事業をどのような目的で施行しようとするの

か、どういう理由で区域を選定したか等を具体的に説明する。  

 

(２ )施行地区内の土地の現況  

本地区は〇〇区の南側に位置し、昭和後期に宅地開発が進められた

が、現在は住宅の老朽化が進んでいる。  

本地区およびその周辺は、すでに一定の基盤施設の整備がなされてお

り、本地区の北西側が幅員 10ｍの市道〇〇号に接しているほか、北東側

及び東南側がそれぞれ市道〇〇号及び〇〇号（幅員６ｍ及び８ｍ）に接

している。また、地区の中央やや北西寄りに幅員４ｍの市道○○号が縦

貫している。  

供給処理施設は、施行地区内外のこれらの市道に上下水道、電気、ガ

ス等が完備されている。  

地区内の人口は〇人で、人口密度は〇人 /ha である。  

本地区の過半が住宅地で、○箇所に青空駐車場が存在している。  

土地の平均価格は○○○○円 /㎡である。  

 

母都市における位置づけ等の地区の特性、公共施設、供給処理施設の

整備状況等を包括的に記し、地勢、地区内の人口及び人口密度、土地利

用状況、地価の現況等について簡潔に述べる。  

 

 (３ )設計の方針  

本事業では、別途施行する建築物整備と十分な連携・整合を図るもの

とし、道路については、従前２つの街区に変われていた敷地を１つの街

区とするために、市道〇〇号を付替えるが、建築物整備において敷地内

を貫通する 24 時間開放通路を計画する等、周辺住民の従前の利便性に配

慮するものとする。また、地区内外への緊急車両等の通行が可能となる

よう、施行地区に接する市道〇〇号、〇〇号、及び〇〇号の拡幅整備を

行う。  

また、公園については、比較的近くに〇〇公園（面積約〇〇〇㎡）が

あるため、本事業においては設置しないものとする。  

既存の建物については、１棟を移転するものとするが、その他の建物

は建築物整備にて撤去処分するものとして、本事業では計画しない。  

 

施行地区の土地利用計画、人口計画、公共施設計画、公益的施設の配

置等について、設定した設計の基本的な方針について記述する。  
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(４ )整理施行前後の地積  

ア．土地の種目別施行前後対照表  

 

➢  施行前については登記簿及び台帳地積を記入する。  

➢  施行後については区画整理設計の成果を記入する。  

➢  施行前の公共用地に記入する数値は、土地区画整理法第７条によりそ

の土地の管理者の承認を得たものを記入する。  

➢  保留地は、施行後の欄についてのみ予定地積を記入する。  

➢  測量増減は、施行前の公共用地及び宅地地積の合計と、地区界測量に

よる地区面積との差を、施行前の欄についてのみ記入する。  

 

イ．減歩率計算書  

施行前  

宅地地積  

(実測更正後) 

Ａ  

施行後  

宅地地積  

(含保留地) 

Ｅ  

減歩地積  減歩率  

公共  

Ｐ  

保留地  

Ｒ  

合算  

Ｄ  

公共  

q=P/A 

保留地  

r=R/A 

合算  

d=D/A 

㎡  

 

㎡  

 

㎡  

 

㎡  

 

㎡  

 

％  

 

％  

 

％  

 

 

➢  施行前宅地地積は、土地の種目別施行前後対照表の施行前の宅地地積

の合計面積を記入する。  

➢  施行前宅地地積の更正地積は、施行前宅地地積に土地の種目別施行前

後対照表の測量増減の数値を加減したものを記入する。  

➢  施行後の宅地地積は、土地の種目別施行前後対照表の数値を記入す

る。  

➢  公共減歩地積は、施行前宅地更正地積から施行後宅地地積（含保留

地）を減じた値を記入する。  

➢  保留地減歩地積は、予定する保留地の地積を記入する。  

➢  合算減歩地積は、公共減歩地積と保留地減歩地積の合計を記入する。  

 

(５ )保留地の予定地積  

保留地  ○㎡   

区分  
施行前  施行後  

備考  
面積 (㎡ ) 割合 (％ ) 面積 (㎡ ) 割合 (％ ) 

公共

用地  

地方公共  

団体所有地  

道 路      

公園緑地       

そ の 他      

計       

宅地  民有地  
宅 地      

そ の 他      

計       

保留地       

測量増減       

合計       



4 

（６）公共施設整備改善の方針  

ア．地域地区等の指定  

本地区は、全域〇〇地域に指定されており、容積率○％、建ぺい率

○％とされている。  

 

イ．道路計画  

施行地区に接する市道〇〇号、〇〇号、及び〇〇号については拡幅

し、アスファルト舗装を施す。  

なお、市道〇〇号の歩道は、別途施行する建築物整備において公共的

空地と同様な舗装を施す。  

 

ウ．公共施設別調書  

区分  名称  
形状寸法  

整備計画  備考  
幅員 (ｍ ) 延長 (ｍ ) 面積 (㎡ ) 

道路  区画道路  
〇〇号     ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装   

〇〇号     ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装  拡幅  

計       

公園  
      

   計       

        

 

既定の都市計画との関連や都市計画以外の主要な公共施設との関連等

について記したうえで、当該事業で新設又は改築する道路、公園、水路

等の公共施設について、どの範囲をどのような仕様で整備するのかを記

述する。  

 

（７）土地区画整理法第２条第２項に規定する事業の概要  

名称  事業量  摘要  

下水道  ○ｍ  合流式  ∮〇〇〇  

上水道  ○ｍ  ∮〇〇〇  

ガス  ○ｍ   

 

移転又は除却する建物の居住者のための一時収容施設や、上下水道、

ガス、電気等の供給処理施設の整備を区画整理事業の中で行う場合、こ

れらの事業の概要を表にするなどして簡単に記述する。  

 

（８）関連事業の概要  

事業名称  
敷地

番号  

敷地面積  

(㎡ ) 

計画床面積 

(㎡ ) 

計画容積率 

(％ ) 

専用面積  

(㎡ ) 
摘要  

建築物  

整備事業  
     

耐火構造、事務所ビル 

地上○階、地下○階  

       

 

区画整理事業と別途事業で整備される公共施設や公益的施設、又は建

築物整備事業等の概要がわかるように、簡潔に記述する。  
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（９）換地設計の方針  

この事業の換地設計を行うに当たっては、別途規準の規定による地積

を基準として、将来の土地利用を考慮し、合理的に換地することを原則

とする。  

 

２．設計図  

別紙図面のとおり  

 

縮尺１ /1,200 以上の実測地形図を用いて、施行後における施行地区内

の公共施設並びに鉄道、軌道、官公署、学校、及び墓地の用に供する宅

地の位置及び形状を、事業の施行により新設し、又は変更する部分と既

設のもので変更しない部分とに区別して表示する。  

 

第４  事業施行期間  

自  令和○年○月○日（事業計画認可の日）  

 

至  令和○年○月○日  

 

事業開始日には施行認可の公告の日を記載し、事業管整備には清算金

の徴収交付事務を含め事業のすべてが終了する事業終了認可の日を記載

する。  
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第５  資金計画書  

１．収入  

種別  金額 (千円 ) 摘要  

助成金    

保留地処分金    

その他  
 施行者負担金  

 地権者負担金  

合計    

 

２．支出  

区分  単位  数量  単価 (円 ) 金額 (千円 ) 備考  

公共施設

整備費  

道路  ｍ     幅員○ｍ  

計  ―      

移転移設

補償費  

移転  棟     ○造  

計  ―      

その他  

工事費・

利息・  

事務費等  

宅地整地  ㎡      

法２条２項該当  式  １     

その他工事費  式  １     

調査設計  式  １     

借入金利息  式  １     

事務費  式  １     

計  ―      

合計       

 

３．年度別歳入歳出資金計画表  

（単位：千円）  

区分  令和○年度  令和○年度  計  

歳出  

工事費     

事務費     

計     

歳入  
施行者負担金     

計     

差引過不足      

繰越金      

 


